
　
２
０
１
１
年
３
月

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
あ

り
、
国
を
挙
げ
て
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
作
業
が
進
ん
で
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
震
災
で
発
生
し
た
ゴ
ミ
の
仮
置
き
場
へ
の
搬
入
な
ど
、
災
害
廃
棄
物
の

処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
大
量
に
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
は
、
復
旧
・
復
興
を
妨

げ
る
要
因
に
な
る
と
と
も
に
、
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
た
め
災
害
廃
棄
物
の
迅
速
で
適
切
な
処
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

廃
棄
物
処
理
技
術

県
境
を
越
え
破
砕
、
焼
却
広
域
的
に
協
力
を

阪
神
・
淡
路
の
震
災
が
れ
き
％
リ
サ
イ
ク
ル

復旧・復興に貢献する
東
日
本
大
震
災
１
カ
月
野
球
場
に
震
災
ゴ
ミ
搬
入

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ４月１２日 火曜日 　　

　

年
１
月
に
発
生
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
約

２
０
０
０
万

と
い
う
大
量

の
震
災
が
れ
き
が
発
生
。
通

常
時
に
発
生
す
る
一
般
廃
棄

物
発
生
量
の
約
８
年
分
と
い

う
膨
大
な
量
だ
っ
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お

け
る
が
れ
き
処
理
実
績
で

は
、
不
燃
物
に
つ
い
て
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
回
っ
た
の
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
金
属
な
ど

で
約

％
、
残
り
の

％
が

最
終
埋
め
立
て
処
分
さ
れ

た
。
ま
た
可
燃
物
に
つ
い
て

は
焼
却
処
理
が
約

％
、
リ

サ
イ
ク
ル
は
木
く
ず
な
ど
で

約
４
％
、
最
終
埋
め
立
て
処

分
は
約

％
だ
っ
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生

後
の
仮
置
き
場
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
主
な
被
災
県
と
な

っ
た
兵
庫
県
で
は
、
倒
壊
建

物
な
ど
の
解
体
・
撤
去
が
速

や
か
に
進
め
ら
れ
、
発
生
し

た
廃
棄
物
の
一
時
保
管
用
に

１
２
９

合
計

カ
所

の
仮
置
き
場
が
確
保
さ
れ

た
。
当
時
、
公
共
の
土
地
や

未
利
用
あ
る
い
は
未
完
成
の

海
面
埋
め
立
て
地
が
同
県
に

数
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
を
有

効
に
使
っ
た
。

　
ま
た
、
震
災
が
れ
き
の
中

間
処
理
の
た
め
、
破
砕
機
・

焼
却
炉
が
有
効
に
活
用
さ
れ

た
。
そ
の
能
力
は
破
砕
機

基
合
わ
せ
て
１
日
当
た
り
１

万
１
５
５
５

、
焼
却
炉

基
合
わ
せ
て
同
１
７
８
０

だ
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
時
に
は
、
破
砕
、
焼
却
処

理
施
設
に
致
命
的
な
被
害
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　
震
災
が
れ
き
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
は
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、
主
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
海
面
埋
め
立
て

用
材
、
路
盤
材
に
、
木
く
ず

は
チ
ッ
プ
化
後
、
パ
ル
プ
原

料
、
燃
料
、
肥
料
に
使
用
。

復
旧
・
復
興
に
利
用
す
る
こ

と
で
、
約

％
の
廃
棄
物
が

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
。

　
震
災
が
れ
き
の
最
終
処
分

で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
お
い
て
最
終
処
分
さ
れ
た

が
れ
き
の
う
ち
、
兵
庫
県
外

で
処
分
さ
れ
た
も
の
は
全
体

の

％
程
度
だ
っ
た
。

　
震
災
後
に
発
生
す
る
廃
棄

物
の
う
ち
、
発
生
量
が
多
く

早
期
復
旧
の
妨
げ
に
な
る
の

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
木
く

ず
、
金
属
く
ず
な
ど
だ
。
こ

れ
ら
の
う
ち
、
リ
サ
イ
ク
ル

可
能
な
も
の
は
再
資
源
化
さ

れ
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
最

終
処
分
場
に
埋
め
立
て
処
分

さ
れ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
可
燃
物
は
、
減
量
化
の

た
め
最
終
埋
め
立
て
処
分
の

前
に
焼
却
さ
れ
る
。

　
災
害
廃
棄
物
を
処
理
す
る

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が

使
わ
れ
る
。
例
え
ば
良
質
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
粗
破
砕

技
術
で
埋
め
立
て
用
材
や
復

旧
・
復
興
資
材
に
、
破
砕
・

粒
調
技
術
で
再
生
骨
材
に
な

る
。
良
質
な
廃
木
材
は
チ
ッ

プ
化
に
よ
っ
て
パ
ル
プ
原

料
、
木
炭
化
で
家
庭
用
燃
料

に
な
る
。
金
属
く
ず
の
う

ち
、
良
質
な
鋼
材
は
選
別
・

切
断
技
術
を
用
い
て
建
設
用

材
に
、
選
別
・
圧
延
技
術
で

再
生
棒
鋼
と
な
る
。

　
今
後
、
膨
大
な
量
の
廃
棄

物
を
処
理
す
る
た
め
、
県
境

を
越
え
た
広
域
的
な
協
力
を

行
い
、
各
自
治
体
が
保
有
す

る
破
砕
、
焼
却
設
備
を
最
大

限
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
が

不
可
欠
に
な
る
。
そ
う
し
た

中
、
復
旧
・
復
興
に
貢
献
す

る
技
術
と
し
て
、
廃
棄
物
処

理
技
術
の
役
割
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
そ
う
だ
。

仙
台
市
内
の
野
球
場
に
は

家
電
な
ど
の
震
災
ゴ
ミ
が

搬
入
さ
れ
た

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か

ら
１
カ
月
が
経
過
。
被
災
地

に
お
け
る
生
活
、
経
済
活
動

な
ど
の
回
復
を
図
る
た
め
、

電
力
、
ガ
ス
、
水
道
と
い
っ

た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
交
通
網

の
復
旧
作
業
な
ど
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
復
旧

の
大
前
提
と
な
る
の
が
、
災

害
廃
棄
物
や
海
岸
漂
着
物
の

処
理
だ
。

　
東
日
本
大
震
災
後
か
ら
４

回
目
の
日
曜
日
と
な
っ
た
４

月
３
日
。

　
被
災
し
た
仙
台
市
の
宮
城

野
区
に
あ
る
野
球
場
「
日
の

出
町
公
園
野
球
場
」
を
囲
む

道
路
に
、
朝
か
ら
野
球
場
へ

の
入
場
を
待
つ
自
動
車
の
列

が
で
き
た
。
そ
の
列
は
し
ば

ら
く
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ

た
。

　
自
動
車
で
訪
れ
た
人
々
の

目
的
は
、
自
動
車
に
積
ん
で

き
た
震
災
ゴ
ミ
の
搬
入
だ
。

両
翼

の
野
球
場
は
、
震

災
で
壊
れ
た
、
家
庭
の
食
器

や
、
家
具
な
ど
を
受
け
入
れ

る
た
め
ゴ
ミ
仮
置
き
場
と
な

っ
て
い
た
。
野
球
の
試
合
の

守
備
位
置
で
レ
フ
ト
か
ら
セ

ン
タ
ー
に
あ
た
る
場
所
に
は

家
電
製
品
、
同
じ
く
ラ
イ
ト

付
近
は
木
製
家
具
と
い
っ
た

具
合
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ

が
分
別
し
や
す
い
よ
う
に
置

か
れ
て
い
た
。
訪
れ
た
自
動

車
は
、
そ
れ
ら
の
山
積
み
さ

れ
た
ゴ
ミ
の
前
で
止
ま
り
、

震
災
ゴ
ミ
を
下
ろ
す
と
、
素

早
く
野
球
場
を
後
に
し
て
い

っ
た
。

　
今
回
の
地
震
・
津
波
で
倒

壊
し
た
り
、
流
出
し
た
り
し

た
家
屋
の
が
れ
き
や
家
電
製

品
は
、
膨
大
な
量
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
処
理
に
要

す
る
時
間
も
数
年
に
及
び
そ

う
だ
。


